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東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
か

ら
９
年
。
原
発
か
ら
約
３
・
５
㌔
で
、
原
発
事

故
で
生
じ
た
放
射
性
廃
棄
物
や
汚
染
土
を
保
管

す
る
中
間
貯
蔵
施
設
が
あ
る
福
島
県
双
葉
町
の

光
善
寺
（
藤
井
賢
誠
住
職
）
は
、
本
願
寺
派
寺

院
で
唯
一
、
現
在
も
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
ず

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
避
難
先

を
訪
ね
て
現
在
の
状
況
と
自
坊
へ
の
思
い
を
聞

い
た
。

日
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
が
開
通

す
る
双
葉
駅
周
辺
や
工
場

予
定
地
な
ど
、
一
部
地
域

で
避
難
指
示
の
先
行
解
除

が
行
わ
れ
た
。
同
寺
の
あ

る
住
宅
地
も
、
２２
年
春
の

町
の
一
部
の
避
難
解
除
を

目
指
し
て
「
特
定
復
興
再

生
拠
点
区
域
」
と
な
り
、

自
由
に
立
ち
入
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
同
寺
境
内
は
、

地
震
で
倒
壊
し
た
山
門
、

避
難
中
に
倒
壊
し
た
庫く

裏り

、
補
修
と
耐
震
工
事
が

必
要
な
本
堂
が
、
手
つ
か

ず
の
状
態
で
あ
る
。
周
辺

は
、
民
家
が
取
り
壊
さ
れ

て
更
地
も
目
立
つ
。

　

「
傷
ん
で
し
ま
っ
た
本

を
つ
と
め
て
き
た
。

　

「
目
い
っ
ぱ
い
入
っ
て

も
ら
っ
て
１８
人
。
そ
れ
以

上
に
な
る
と
、
ご
門
徒
に

葬
儀
会
館
か
飲
食
店
の
広

間
を
手
配
し
て
も
ら
い
、

法
要
を
執
り
行
う
。
も
う

少
し
集
ま
れ
る
ス
ペ
ー
ス

堂
を
残
す
か
、
全
て
公
費

で
解
体
し
、
戻
っ
て
く
る

住
民
数
に
合
わ
せ
規
模
を

縮
小
し
た
建
物
を
新
た
に

建
て
る
か
」「
２
年
後
、

果
た
し
て
帰
還
す
る
人
が

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
例

か
ら
考
え
る
と
、
避
難
解

除
の
２
年
後
が
、
被
災
し

た
家
屋
や
事
務
所
を
市
町

村
と
国
の
補
助
で
解
体
す

る
期
限
と
な
る
。
自
宅
が

無
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
郷

愁
も
次
第
に
消
え
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。
町
は

存
続
で
き
る
の
か
と
、
将

来
を
考
え
れ
ば
つ
ら
く
な

る
」と
悩
み
は
尽
き
な
い
。

　

前
住
職
、
父
・
賢け

ん

楞り
ょ
う

さ

ん
は
、
４
年
前
に
避
難
先

で
亡
く
な
っ
た
。「
立
ち
入

り
許
可
を
も
ら
い
、
境
内

の
墓
に
納
骨
し
た
。今
後
、

お
寺
を
ど
の
よ
う
に
護
る

の
か
、
こ
こ
で
お
寺
は
存

続
で
き
な
く
て
も
、
門
徒

の
皆
さ
ん
に
み
教
え
を
伝

え
る
こ
と
は
で
き
る
の

か
」。原
発
事
故
が
残
し
た

傷
は
あ
ま
り
に
も
深
い
。

２
０
１
２
年
２
月
か
ら
始

め
た
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
現
地
を
訪
れ
、

被
災
者
の
体
験
談
を
聞

き
、
厳
し
い
現
実
を
見
つ

め
る
こ
と
で
人
間
性
や
社

会
性
を
養
っ
て
も
ら
お
う

と
継
続
し
て
行
い
、
今
回

で
２５
回
目
を
迎
え
た
。

　

２
月
２８
日
に
は
福
島
県

を
訪
問
し
、
浪
江
町
・
常

福
寺
の
廣
畑
恵
順
住
職
の

案
内
で
、
３
年
前
に
避
難

指
示
が
解
除
さ
れ
た
同
町

の
現
状
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
南
相
馬
市
・
勝

縁
寺
で
の
津
波
被
災
者
と

の
交
流
会
で
は
、
学
生
た

ち
が
博
多
名
物
の
水
た
き

を
振
る
舞
っ
た
。
２
年
前

の
夏
に
も
参
加
し
同
寺
に

宿
泊
し
た
藤
野
真
帆
さ
ん

（
２２
）は
、
同
寺
門
徒
の
浜

田
早
苗
さ
ん
と
の
再
会
を

喜
び
あ
っ
た
（
写
真
）
。

藤
野
さ
ん
は
「
前
回
お
宅

に
お
邪
魔
し
て
か
ら
、
メ

ー
ル
で
交
流
を
続
け
て
き

た
。
震
災
か
ら
９
年
、
ニ

ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
り
、
世
の

中
か
ら
は
忘
れ
去
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
筑
女

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
ん
だ

こ
と
を
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
の
中
で
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　

同
大
学
は
、
震
災
後
９

年
を
区
切
り
に
今
回
で
活

動
を
終
え
、
震
災
１０
年
に

こ
れ
ま
で
を
総
括
す
る
記

録
誌
を
発
行
す
る
予
定
。

学
生
を
引
率
し
た
栗
山
俊

之
教
授
は
「
現
地
研
修
に

参
加
す
る
こ
と
で
進
路
が

変
わ
り
、
生
き
る
意
味
を

見
つ
め
る
学
生
も
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
学
生
た
ち

の
大
き
な
心
の
糧
と
な
っ

て
い
る
」
と
話
し
た
。

　
　（
８
面
に
関
連
記
事
）

　　

が
欲
し
い
の
で
『
分
院
』

と
い
う
形
で
新
た
に
い
わ

き
市
内
に
建
物
を
建
設
す

る
予
定
」
と
い
う
。

　

門
徒
の
避
難
先
は
、
い

わ
き
市
の
ほ
か
、
県
内
で

は
福
島
市
、
南
相
馬
市
、

郡
山
市
、
白
河
市
な
ど
。

他
県
に
も
避
難
し
て
お

り
、散
り
散
り
に
な
っ
た
。

　

「
葬
儀
や
法
事
を
つ
と

め
る
た
め
に
高
速
道
路
を

使
い
片
道
２
０
０
㌔
を
走

る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
宗
派
が

支
援
活
動
の
一
環
と
し
て

福
島
市
に
設
け
て
く
だ
さ

っ
た
福
島
県
復
興
支
援
宗

務
事
務
所
は
、
集
ま
る
場

所
と
し
て
と
て
も
助
か
っ

て
い
る
」
と
語
る
。

　

双
葉
町
で
は
３
月
４

　

藤
井
住
職
は
大
震
災
か

ら
２
年
３
カ
月
の
２
０
１

３
年
６
月
、
福
島
県
い
わ

き
市
に
中
古
の
１
戸
建
て

住
宅
を
求
め（
写
真
下
）、

１０
畳
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム

に
ご
本
尊
を
遷せ

ん

座ざ

（
移
動
）

し
（
同
左
）
、
法
事
な
ど

光
善
寺
を
裏
側
か
ら
撮
影
。
震
災
前
に
は
住
宅
が

建
ち
並
ん
で
い
た
が
、
長
引
く
避
難
指
示
の
影
響

で
次
々
と
取
り
壊
さ
れ
、
更
地
が
目
立
つ
よ
う
に

　

宗
門
校
・
筑
紫
女
学
園

大
学（
福
岡
県
太
宰
府
市
）

は
２
月
２８
日
か
ら
５
日

間
、
東
日
本
大
震
災
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
福

島
、
宮
城
、
岩
手
の
３
県

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

伴
う
現
地
研
修
を
実
施
。

学
生
１３
人
が
参
加
し
た
。

　

研
修
は
、
建
学
の
精
神

「
親
鸞
聖
人
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
仏
陀（
釈
尊
）の
教

え
、
す
な
わ
ち
浄
土
真
宗

の
教
え
に
基
づ
く
人
間
教

育
」
に
基
づ
き
、
宗
教
部

の
教
員
ら
が
中
心
と
な
り

９年で２５回訪問　「学生たちの心の大きな糧に」
東日本大震災被災地で現地研修
福岡・筑紫女学園大学

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
９
年

２
年
後
町
の
一
部
解
除
予
定
も「
果
た
し
て
帰
還
す
る
か
…
」

唯
一 

避
難
指
示
続
く
双
葉
町
・
光
善
寺

東日本大震災


